
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

２０２５年度 第３回藤沢市立大越小学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時 ２０２５年 ８月 ２８日（木）  １０時～ 

             場 所 大越小学校 スタジオ          

出

席

委

員 

 

齊藤 正枝 （青少年育成協力会会長・善行三者ふれあいネットワーク会長） 

石塚 義之 （善行市民センター長） 

佐久間 健一（善行あそび塾運営・郷土づくり推進会議委員） 

三堀 眞知子（善行町内会総務部長・社会福祉協議会理事） 

松本 美由紀（善行地区ＣＳＷ） 

岩澤 貴子 （主任児童委員・お話しの会メンバー） 

萩原 茉莉子（令和 6年度 PTA会長） 

田島 愛里 （学生ボランティア） 

丸谷 英之 （大越小学校長） 

                     以上 ９名（欠席２名）傍聴人 ０名 

次

第 

１ 開会のあいさつ 

２ 前回協議会の議事録確認 

３ 議題 

（１）報告 地域連携・協働等の近況 

（２）審議 今後の教育環境整備について 

４ 事務連絡 

 

協

議 

内

容 

議題 

（報告）  

地域連携・協働等の近況について 

・子どもたちの学びの充実に向けて 

・花壇の水やり 8/11～8/15 

・「みんなの部屋」環境整備に向けた大掃除 7/25 

・サマースクールでの個別支援・指導 7/23～7/25 

・配膳室窓ガラスへの遮熱フィルム貼り 8/4 

・今後、防災・地域の祭り・家庭科の補助等でご協力いただく予定。 

 

（審議） 今後の教育環境整備について 

 

・「みんなの部屋」でミニ寺子屋機能とミニ通級機能を充実させていきたい。 

子どもが落ち着くような場所にしていきたい。 

・観察池について、市の担当課へ問い合わせたが予算は伐採が中心となり、植樹に

ついては予算では賄えない。 

・学校予算及び実働に合わせて、協力は可能とのこと。 

2.5ｍ位の河津桜は２～3年後には開花することができる。 

紫陽花を植えることで切り株を隠せることができる。 

・観察池について 

現状では中央部を活用していくのが良いのではないか。 



トロ舟方式のビオトープが管理しやすいのではないか。 

 

・藤棚について 

藤棚は選定方法と時期について考えていくと復活するのではないか。 

計画を実現していくうえでコミスクと教職員が一緒に進めていくことが大切。 

 

・植樹について 

 委員会に取り組んでいけたら、よいのではないか。または、総合的な学習の時間

等での取り組みも考えられる。 

窓口となる教員との情報共有をしながら、教職員が主体的に考えたことを実現

（協力）するのが良い。 

 

質問 

Q働き方改革が叫ばれている中で、現場の教職員の感覚はどうなのか？ 

A子育て世代が多く、学校の教職員だけではできないことも多いと考えられる。 

 

子どもたちをうまく絡めていきながら環境整備をしていけるといいのではないか 

委員会の時間を活用しながら、環境整備等にあてていけるとよいのではないかと

思う。 

 

・みんなの部屋の活用について 

模造紙等で互いの考えを伝え合うこともできるのではないか。 

現場の先生が、子どもの意見を吸い上げていけるとよいのではないか。 

児童の作品を展示することもできるのではないか。学年ごとに作成するなど、一

緒に作り上げていくのも児童と一緒に作り上げていくのもよいのではないか。自

分が作った作品があると、先生と子どもとの会話のきっかけにもなるかも。 

七夕での短冊のように、児童がつるしていく等でもよいのではないか。 

「みんなの部屋」、高校で校内カフェを設置している事例があったが、カフェに行

くことが、教職員の中には授業をさぼっていると感じることもあるということだ

った。 

中学校にもカフェがあるところもあるが、教室に入れない子がワンクッションを

置く場所のようだが、小学校ではまた違うのではないか。 

当事者の意見を聞くことも大事なのではないか。 

「みんなの部屋」の利用者はどのくらいなのか？  

利用している保護者の意見は出ているのか？  

サマースクールに来ていた子は勉強を熱心に取り組んでいた。個別指導では 

意欲が高いので、サマースクール等でのマンツーマン支援が有効だった。 

教職員がどう思っているのかが大切なのではないか。子どもの為のコミスクだ

が、先生の為のコミスクでもあると思う。 

親睦会など、先生たちとのかかわりが深まることが大切なのではないか。先生た

ちの本当の気持ちがわかることが大切。 

梨狩りと BBQを計画もしているところもある。 

昨年度、遠足の引率で教職員とのかかわりがでてきてよかった。先生たちの気持

ちが知れてよかった。 

一緒に練って作り上げていくのが、良い。望んでないものをコミスクから提案は



できないと思っている。 

環境整備のスケジュールをどう計画しているのか？  

1月を目標に計画を進めていきたい。 

PTAでの予算を活用することも可能かもしれない。 

環境整備を整えていくのも大切だが、支援が必要な児童に対してマンツーマンで

対応するなど、人的な支援（人的な環境整備）があってもよいのではないか。 

桜の植樹についてのスケジュールはどうなっているのか？ 

公的な補助金も考えることができると思うので、具体的な計画が見えてくるとよ

いのではないか。 

 

次回開催日程  

２０２５年 １１月 ２６日（水） 10時～ 

    場所 大越小学校スタジオ

 


